
広 報 資 料
平成 2 3 年 1 1 月 ９日
警 察 庁

コミュニティサイトに起因する児童被害の事犯に係る調査結果について
（平成23年上半期）

１ 調査の趣旨
近年、出会い系サイトに起因する児童被害の事犯が減少する一方、コミ

ュニティサイト（出会い系サイトを除く。以下同じ。)に起因する事犯は
増加傾向にあったが、本年上半期において平成20年から統計を取り始めて
以降、初めて減少に転じた。
しかしながら、コミュニティサイトに起因する被害児童数は、出会い系

サイトに比べ約４倍の高い水準で推移していることから、関連事業者や保
護者等による被害防止対策に役立てるため、平成22年下半期(前期)の調査
に引き続き、コミュニティサイトに起因する事犯の詳細を調査したもの。

２ 調査の対象
平成23年上半期に検挙したコミュニティサイトに起因する児童被害の

福祉事犯等726件（被疑者557人、被害児童546人）
※ 平成22年 1,541件 被疑者1,230人 被害児童1,239人

(上半期 730件 被疑者 599人 被害児童 601人、下半期 811件 被疑者 631人 被害児童 638人)

３ 調査の概要
(1) 被疑者の犯行動機等
○ 犯行動機は、児童との性交目的(約７割)を含めて児童との接触目的
が９割以上（前期と同様）。 (２頁・第２-１)

○ 年齢、職業等プロフィールを詐称した事犯が約４割（前期と同様）。
(７頁・第２-11)

(2) 被疑者のミニメール利用状況
○ サイト内のミニメールを利用した事犯が約７割(前期は約６割)。

(５頁・第２-７)
○ 直接メールアドレスをミニメールに記載が約６割(前期は約９割)。

(６頁・第２-９)
(3) 被害児童のフィルタリング加入状況及び保護者等の指導状況
○ アクセス手段として携帯電話を使った事犯が約９割(前期は９割以
上)。 (11頁・第３-５)

○ フィルタリング未加入の被害児童が９割以上(前期と同様)。
(14頁・第３-11)

○ サイト利用について保護者から注意を受けていないが約６割 (前期
から微減)。 (13頁・第３-９)

○ サイト利用について学校から「教えてもらっていた」が約４割(前
期と同様)。 (13頁・第３-10)

(4) ＥＭＡ認定サイトに起因する事犯が約６割(前期と同様）。
(15頁・第３-13)

４ 今後の対策
(1) 携帯電話事業者の年齢情報提供導入等実効性のあるゾーニングの促進
(2) 事業者によるミニメールをはじめとするサイト内の監視体制強化の促
進

(3) フィルタリング普及をはじめ児童・保護者に対するサイト利用の注意
点等の広報啓発活動の徹底

(4) ＥＭＡにおける継続的なサイトの認定・監視機能の厳格化促進
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第１ 調査の趣旨等
１ 趣旨

平成23年上半期における出会い系サイトに起因する事犯の被害児童は
133人(前年同期比-8人 -5.7%)と減少する一方、コミュニティサイト
（出会い系サイトを除く。以下同じ。）に起因する事犯の被害児童は
546人(前年同期比-55人 -9.2%)となり、平成20年から統計を取り始めて
以降、初めて減少に転じた。
しかしながら、コミュニティサイトに起因する被害児童数は、出会い系
サイトに比べ約４倍と高い水準で推移していることから、サイト事業者
の自主的な取組みの強化や保護者等に対するサイト利用に伴う危険性
の周知等被害防止対策に役立てるため、平成22年の調査に引き続き、
コミュニティサイトに起因する事犯の詳細を調査したもの。

２ 調査の対象
平成23年上半期に検挙したコミュニティサイトに起因する児童被害の

福祉犯罪等726件（被疑者557人、被害児童546人)

３ 調査の方法
平成23年上半期に検挙した726件の捜査の過程で判明した事実を基に、

調査分析の項目ごとに集計した。原則として、調査項目に係る事実が判明
した検挙事犯のみの件数の集計である。



１ 犯行動機

平成23年上半期 平成22年下半期

（n = 726） （n = 811）

児童との接触目的

675

93.0%

児童との性交目

的

514

70.8%

児童のわいせつ

画像収集目的

103

14.2%

児童と遊ぶため

58

8.0%

金銭目的

28

3.9%

その他

21

2.9%

不明

2

0.3%

児童との接触目的

750

92.5%

児童との性交目的

573

70.7%

児童と遊ぶため

109

13.4%

児童のわいせつ

画像収集目的

68

8.4%

金銭目的

27

3.3%

その他

34

4.2%

児童

が目的

638

69.7%

多数の児童

が登録

271

29.6%

児童とメール

アドレスの交換

ができるから

131

14.3%
プロフィール

検索で児童を

選べるから

127

13.9%

児童の顔写真が

掲載されているから

57

6.2%

キーワード検索

で児童を選べるから

52

5.7%

年齢・性別等が

詐称できるから

34

3.7%

ゲームができる

又は無料だから

243

26.6%

２ 当該サイトを選んだ理由
（n = 915） 〈複数回答あり〉

第２ 被疑者に関する調査

児童

が目的

598

68.7%

多数の児童

が登録

298

34.3%

児童とメール

アドレスの交換

ができるから

117

13.4%

プロフィール

検索で児童を

選べるから

111

12.8%

キーワード検索で児

童を選べるから

32

3.7%

児童の顔写真が

掲載されているから

40

4.6%

年齢・性別等が

詐称できるから

29

3.3%

ゲームができる

又は無料だから

243

27.9%

（n = 870）

【参 考】

- 2 -



３ 被害児童を選んだ理由
（n = 1,236） 〈複数回答あり〉

（n = 

1220）

メールの返信

が来たから

283

23.2%

児童だったから

188

15.4%

プロフィールの

写真を見たから

75

6.1%

性交できそう

だったから

300

24.6%騙せると

思ったから

51

4.2%

近所だった

から

51

4.2%

書込内容を

見たから

46

3.8%

すぐに会えそう

だったから

128

10.5%

好意を持たれて

いると思ったから

57

4.7%
その他

41

3.4%

メールの返信

が来たから

287

23.2%

児童だったから

267

21.6%

性交できそう

だったから

265

21.4%

すぐに会えそう

だったから

124

10.0%

プロフィールの写真

を見たから

76

6.1%

好意を持たれて

いると思ったから

62

5.0%

騙せると思ったから

57

4.6%

書込内容

を見たから

44

3.6%

近所だったから

31

2.5%

その他

23

1.9%

４ サイト上で被害児童と知り合ってから

犯行に及ぶまでの日数
（n = 583） （n = 667）

当日又は翌日

82

14.1%

２日～１週間

90

15.4%

１～２週間

103

17.7%
２週間～１カ月

123

21.1%

１～２カ月

73

12.5%

２～３カ月

43

7.4%

３カ月～半年

32

5.5%

半年～１年

17

2.9%

１年以上

20

3.4%

当日又は翌日

115

17.2%

２日～１週間

124

18.6%

１～２週間

92

13.8%

２週間～１カ月

138

20.7%

１～２カ月

82

12.3%

２～３カ月

40

6.0%

３カ月～半年

41

6.1%

半年～１年

18

2.7%

１年以上

17

2.5%

平成23年上半期 平成22年下半期【参 考】
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（n = 701）

（n = 792）
５ 当該サイトへのアクセス手段
（n = 726）

携帯電話

716

90.4%

携帯＋PC

21

2.7%

PC

50

6.3%

インターネット

カフェPC

5

0.6%

６ 使用携帯電話の名義
（n = 598）

本人

499

83.4%

母親

32

5.4%

父親

32

5.4%

家族（兄弟姉

妹、祖父母

等）

16

2.7%

友人・知人

11

1.8%

会社名義

8

1.3%

本人

580

82.7%

母親

37

5.3%

父親

37

5.3%

家族（兄弟姉妹、

祖父母等）

19

2.7%

友人・知人

20

2.9%
会社名義

8

1.1%

平成23年上半期 平成22年下半期

携帯電話

661

91.0%

携帯電話

638

87.9%

携帯＋ＰＣ

23

3.2% ＰＣ

53

7.3%

インターネット

カフェＰＣ

8

1.1%

不明

4

0.6%

携帯電話のうち、スマートフォンが15件（2.1%） 携帯電話のうち、スマートフォンが17件（2.1%）

【参 考】
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７ ミニメールの利用状況

８ ミニメールから直接メールへの移行状況

（n = 672）

（n = 627）

（n = 508） （n = 375）

利用有り

451

67.1%

利用無し

221

32.9%

利用有り

387

61.7%

利用無し

240

38.3%

移行有り

342

67.3%

移行無し

166

32.7%
移行有り

347

92.5%

移行無し

28

7.5%

平成22年下半期平成23年上半期
【参 考】
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９ 直接メールアドレス等の連絡方法

10 サイトにおける隠語の使用状況

（n = 464） （n = 316）

（n = 516） （n = 565）

ミニメールに記載

300

64.7%

サイト内の

プロフィール・掲示

板に記載

134

28.9%

リンク先のサイト

に記載

30

6.5%

ミニメールに記載

287

90.8%

掲示板・

プロフに記載

25

7.9%

リンク先のサイト

に記載

4

1.3%

有り

140

24.8%

無し

425

75.2%

有り

82

15.9%

無し

434

84.1%

平成23年上半期 平成22年下半期【参 考】
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（n = 151）

（n = 624）
11 プロフィールの詐称状況

（n = 560）

詐称有り

238

42.5%

詐称無し

322

57.5%

詐称有り

262

42.0%

詐称無し

362

58.0%

12 詐称内容
（n = 155）

年齢

詐称

130

83.9%

年齢のみ

63

40.6%

年齢＋職業

46

29.7%

年齢＋職業＋性

別

17

11.0%

年齢＋性別

4

2.6%
職業のみ

20

12.9%

性別のみ

5

3.2%

年齢

詐称

125

82.8%

年齢のみ

64

42.4%

年齢＋職業

40

26.5%

年齢＋職業＋性

別

17

11.3%

年齢＋性別

4

2.6%
職業のみ

25

16.6%

性別のみ

1

0.7%

平成22年下半期平成23年上半期 【参 考】
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（n = 631）
13 年齢層

（n = 557）

18歳未満

21

3.3%

18～19歳

87

13.8%

20～29歳

335

53.1%

30～39歳

125

19.8%

40～49歳

55

8.7%

50～59歳

8

1.3%

平成23年上半期 平成22年下半期
【参 考】

18歳未満

20

3.6%

18～19歳

72

12.9%

20～29歳

273

49.0%

30～39歳

135

24.2%

40～49歳

49

8.8%

50～59歳

6

1.1%

60歳以上

2

0.4%
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平成23年上半期 平成22年下半期

第３ 被害児童に関する調査

１ 当該サイトを利用した理由
（n =766） 〈複数回答あり〉 （n = 809）〈複数回答あり〉

無料だから

310

40.5%

友達のすすめ

190

24.8%

援助交際

できるから

84

11.0%

ゲームが

できるから

78

10.2%

会員数が

多いから

48

6.3%

その他

56

7.3%

無料だから

323

39.9%

友達のすすめ

188

23.2%

ゲームが

できるから

80

9.9%

会員数が

多いから

46

5.7%

援助交際

できるから

121

15.0%

その他

51

6.3%

2 当該サイトに対するイメージ
（n = 847） 〈複数回答あり〉

友達・メル友

を探すサイト

249

29.4%

コミュニティ

サイト

231

27.3%

ゲームサイト

156

18.4%

出会い系サイト

118

13.9%

自己紹介サイト

93

11.0%

（n = 990）〈複数回答あり〉

友達・メル友

を探すサイト

315

31.8%

ゲームサイト

183

18.5%
出会い系サイト

101

10.2%

コミュニティ

ｻイト

205

20.7%

自己紹介

サイト

85

8.6%

その他

101

10.2%

【参 考】

- 9 -



平成22年下半期

（n =431）

平成23年上半期

３ 当該サイトの利用期間
(n = 428）

1週間以内

24

5.6%

1～2週間

10

2.3%

2週間～1カ月

24

5.6%

1カ月～半年

176

41.1%

半年～1年

91

21.3%

1～2年

72

16.8%

2～3年

30

7.0%

3年以上

1

0.2%

1週間以内

45

10.4%

1～2週間

13

3.0%

2週間～1カ月

29

6.7%

1カ月～半年

148

34.3%

半年～1年

87

20.2%

1～2年

64

14.8%

2～3年

42

9.7%

3年以上

3

0.7%

４ 被疑者と会った理由
（n =856 ） 〈複数回答あり〉 （n = 868）〈複数回答あり〉

お金・品物

を得るため

177

20.7%

遊ぶため

163

19.0%

相談に応じて

くれる人、優しい人

だから

127

14.8%

友達・

彼氏募集

69

8.1%

しつこく「会おう」と

誘われたから

67

7.8%

性交目的

49

5.7%

「好きだ」

「付き合って」

と言われたから

31

3.6%

寂しかったから

27

3.2%

写真が格好

良かったから

22

2.6%

家出中で泊めて

くれるから

16

1.9%

脅されたから

3

0.4%

その他

105

12.3%

相談に乗ってくれる

人、優しい人だから

135

15.6%

お金・品物を

得るため

225

25.9%

遊ぶため

205

23.6%

友達・彼氏を

募集するため

37

4.3%

性交目的

55

6.3%

しつこく「会おう」と

誘われたから

42

4.8%

家出中で泊めて

くれるから

15

1.7%

「好きだ」「付き合って」

と言われたから

17

2.0%

写真が格好

良かったから

48

5.5%

寂しかったから

21

2.4%

脅されたから

11

1.3%

その他

57

6.6%

【参 考】

- 10 -



平成22年下半期平成23年上半期

５ 当該サイトへのアクセス手段

６ 使用携帯電話の名義

（n = 546） 《被害児童数で計上》 （n = 807）

（n = 542） （n = 568）

携帯電話

747

92.6%

PC

57

7.1%

その他

3

0.4%

本人

116

21.4%

母親

196

36.2%

父親

157

29.0%

家族（兄弟姉妹、

祖父母等）

20

3.7%

友人・知人

15

2.8%

被疑者

1

0.2%

その他

37

6.8%

本人

160

28.2%

父親

149

26.2%

母親

217

38.2%

家族（兄弟姉妹、

祖父母等）

18

3.2%

被疑者

5

0.9%

友人・知人

15

2.6%

その他

4

0.7%

携帯電話のうち、スマートフォンが4件4名（0.7%）

（スマートフォンは1件1名）

【参 考】

携帯電話

488

89.4%

携帯電話

478

87.5%

携帯＋ＰＣ

10

1.8%
ＰＣ

44

8.1%

その他の端末

2

0.4%

不明

12

2.2%
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平成22年下半期平成23年上半期

７ インターネットの利用経歴
（n = 342）

１週間以内

18

5.3% １週間～１カ月

2

0.6%

１カ月～半年

34

9.9%

半年～１年

75

21.9%

１年～２年

98

28.7%

２年～３年

97

28.4%

３年以上

18

5.3%

１週間以内

21

5.4% １週間～１カ月

15

3.9%

１カ月～半年

68

17.5%

半年～１年

40

10.3%

１年～２年

124

31.9%

２年～３年

99

25.4%

３年以上

22

5.7%

８ プロフィールの詐称状況
（n = 595）

（n =389）

（n =700）

詐称有り

118

19.8%

詐称無し

477

80.2%

詐称有り

160

22.9%

詐称無し

540

77.1%

【参 考】
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平成22年下半期平成23年上半期

９ 保護者による指導状況
（n = 348）

（n = 203）

注意なし

233

63.8%

注意あり

132

36.2%

注意を受けたこと

はない、放任

141

38.6%

サイト利用を親に

話していないの

で、注意を受けた

ことはない

79

21.6%
ゲームサイトと親

に話していたの

で、注意を受けた

ことはない

13

3.6%

一般的な注意を

受けていた

70

19.2%

具体的な注意を

受けていた

11

3.0%

利用を制限

されていた

17

4.7%

注意を受けていた

が無視していた

34

9.3%

注意なし

204

58.6%

注意あり

144

41.4%

サイト利用を親に

話していないので、

注意を受けたこと

はない

106

30.5%

注意を受けたこと

は

ない、放任

87

25.0%

ゲームサイトと親に

話していたので、注

意を受けたことは

ない

11

3.2%

一般的な注意を

受けていた

81

23.3%

注意を受けていた

が無視していた

34

9.8%

利用を制限されて

いた

19

5.5%

具体的な注意を

受けていた

10

2.9%

（n =365）

10 学校による指導状況
（n = 231）

教えてもらった

92

39.8%

教えてもらった

が、自分は大丈

夫と思っていた

46

19.9%
教えてもらった

が、よくわからな

かった

20

8.7%

教えて

もらっていない

21

9.1%

学校には行かな

いので知らない

52

22.5%
教えてもらった

81

39.9%

教えてもらったが、

自分は大丈夫と

思っていた

32

15.8%
教えてもらったが、

よくわからなかった

20

9.9%

教えて

もらっていない

29

14.3%

不登校なので

知らない

41

20.2%

【参 考】
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平成22年下半期平成23年上半期

12 携帯電話の購入時の来店状況

（n = 167）

保護者と被害児童

が一緒に来店

143

85.6%

保護者のみ来店

24

14.4%

保護者と被害児童

が一緒に来店

122

76.3%

保護者のみ来店

38

23.8%

11 フィルタリングの加入状況
（n = 311） 《被害児童数で計上》

（n =322）

（n =160）

有り

19

6.1%

無し

292

93.9%

有り

20

6.2%

無し

302

93.8%

【参 考】
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平成22年下半期平成23年上半期

（n = 811）13 ＥＭＡ認定サイトに起因する被害発生状況
（n = 546） 《被害児童数で計上》

EMA認定
321

58.8%

ＥＭＡ

未認定

225

41.2%

※ 一般社団法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構（ＥＭＡ）

EMAは、モバイルコンテンツの健全な発展と、青少年の発達段階に

応じた主体性を確保しつつ違法・有害情報から保護することを目的と

して2008年４月に発足した第三者機関である。

【EMAの主な活動】

１ 青少年の利用に配慮したモバイルサイトの審査、認定及び運用監視

業務

２ 青少年保護と健全育成を目的としたフィルタリングの改善

３ ICT（情報通信技術）リテラシーの啓発・教育活動

EMA認定

462

57.0%

EMA

未認定

349

43.0%

【参 考】
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